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こうした活動の広がりとその成果は、研究所が中心となって編纂した本学130周年記念事業『地域
福祉 文化』の刊行へとつながっていったのである。
ま と め
以上のように、研究所の成果ともいうべきところを概観してきた。ここから、明らかな点は、名張
市との連携を基軸にその活動が展開されたことである。そして、その活動の基礎に名張市や三重県な
どからの「受託研究」という方向性を獲得したことでも特質すべき点であろう。
学内外のニーズに応える研究所のありようを、こうした方向において進めてきたことは、研究所本
来の任務を物語るものといえよう。
発足当初の研究所の組織図（『ニューズレター』創刊号より）
（みやぎ よういちろう・皇學館大学名誉教授）
【編集担当者附記】本稿は、『皇學館大學百三十年史』各説篇に掲載のため準備された原稿であるが、同書の刊
行を見送ることとなったためここに掲載させていただいた。
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